
　

俳　

句	

　
　
　
　
　

玉

井

北

男　

選

釣
舟
の
並
ぶ
港
や
渡
り
鳥　
　
　
　
　
　

青
野
義
明

白
雪
の
輝
や
く
静し

じ

ま寂
旅
の
宿　
　
　
　
　

大
森
妙
子

故ふ
る
さ
と郷

の
香
り
と
想
ふ
野
菊
路み

ち　
　
　
　
　

川
原
利
代

国
境
は
無
し
と
自
在
に
鳥
渡
る　
　
　

曽
我
部
豊
子

乗
鞍
の
舞
い
散
る
木
の
葉
冬
に
入
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部
美
代
子

新
米
と
い
ふ
よ
ろ
こ
び
を
か
み
し
め
る　

藤　
　

泉

坂
道
を
吹
き
抜
け
る
風
里
の
秋　
　
　
　

高
橋
和
子

廃
線
の
レ
ー
ル
に
光
る
朝
の
露　
　
　
　
　

塚
靖
樹

　　

川　

柳	

　
　
　
　
　

山
之
内
さ
ち
枝　

選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
凡
は
何
に
も
勝
る
宝
物　
　
　
　
　
　

永
井　

幸

核
廃
絶
息
切
れ
さ
せ
ぬ
平
和
賞　
　
　

渡
辺
安
富
美

コ
ス
モ
ス
の
風
吹
き
ぬ
け
る
無
人
駅　
　

毛
利
春
子

ぼ
け
ぬ
為
作
る
お
す
し
も
コ
ロ
ッ
ケ
も　

日
野
淳
子

祭
り
待
ち
正
月
を
待
ち
老
い
て
行
く　

藤
田
ウ
メ
ノ

山や
ま
お
ろ
し颪

冬
の
足
音
近
く
す
る　
　
　
　
　

伊
藤
恭
子

盆
正
月
い
つ
も
と
同
じ
母
な
ん
だ　
　
　

菅　

富
子

初
日
の
出
や
は
り
平
和
を
先
ず
祈
り　
　

藤
田
清
子

　

短　

歌	
	

	

藤

田

虎

雄　

選

門か
ど

に
立
ち
渡と

ぎ

よ御
の
神し

ん

よ輿
を
礼
拝
す
九
十
七
歳
健す

こ

や
か

に
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
ト
ク
子

世
田
山
に
友
と
登
り
て
昼ひ

る
げ

す
る
背せ

に
秋
晴
れ
の

石い

し

づ

ち

鎚
山
は
る
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
マ
チ
子

手
を
振
っ
て
心
も
ふ
る
い
立
た
せ
ん
と
日
課
の
散
歩

今
日
は
東
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
百
合
子

二
、
三
日
の
旅
よ
り
帰
り
来き

し
墓
の
傍そ

ば

の
桜
は
う
す

紅も

み

じ葉
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

薫

包
ほ
う
ち
ょ
う

丁
を
使
う
手
元
の
陰か

げ

り
き
て
暮
れ
や
す
き
秋
の
陽ひ

は
落
ち
た
ら
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
タ
ク
ヨ

ひ
つ
じ
田だ

に
光
る
朝
つ
ゆ
踏
み
し
め
て
エ
ン
ジ
ン
響

か
せ
土
耕か

え

し
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
広
司

出
航
の
最
終
便
の
汽
笛
を
ば
聞
き
て
今
夜
の
テ
レ
ビ

を
消
し
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
チ
ト
セ

頂
い
た
だ

き
し
茅か

や

で
編
み
た
る
飛ば

っ

た蝗
五
ひ
き
玄
関
に
置
き

稲い

な

ほ穂
を
添そ

は
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

垂
水
多
喜
代

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

〒
７
９
３―

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７―

５
２―

１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは！　私はカナダのトロント市から来たリズ・サリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ナスと申します。５カ月前から西条市で英会話の教師として働
　　　　　　　　　　　　　　　　　いています。私はメキシコ生まれで、13歳の時までスペイン語
　　　　　　　　　　　　　　　　　しか話せませんでした。家族でトロント市に引っ越した時に英
　　　　　　　　　　　　　　　　　語を習い、日常会話程度のフランス語も習いました。新しい言
　　　　　　　　　　　　　　　　　語を習い、文化と生活がガラリと変わることによって抱いてい
た不安がいまだに思い出されてなりません。来日前にまた不安になりましたが、頑張ってチャレンジ
するつもりで来ました。しかし、日本での経験はとても素晴らしい経験ばかりです！
　英語を教えるということは、人生で最もやりがいのある仕事で、毎日楽しんでいます。最近大学を
卒業した私は、勉強することを休憩したかったのと、日本の美しさを自分の目で見たかったので日本
に来ました。日本での一番いい時間は西条市にいる時です。今まで何回も大都市から大都市へと引っ
越したことがあるので、小さな町の生活を楽しみにして来ました。この５カ月で、日本とはどんな所
かを理解しただけでなく、自分はどんな人なのか新たな発見を次々としています。
　西条祭り以外で印象に残っているのは、西条市の素晴らしく美しい自然です。市内を自転車で走っ
たり、風景の写真を撮ったりすることはとても楽しいです。しかし、人がいないと町は町になりませ
ん。西条市民は、私が会った人々の中で一番親切で思いやりのある市民です。いずれにしても日本に
いた時を振り返るといろいろなことを思い出すでしょうが、一番印象に残るのは私の世界観をより良
く変えてくれた西条市の皆さんです。ありがとうございます。　　 　　≪訳：国際交流員ケイレブ≫

▲英会話講師
　リズ・サリナスさん

広報さいじょう　2010　1月号25


